
大会日程 

 

図書館関係者等が館種を越えて一堂に会し、当面する今日的課題について研鑽を積み、共通理解を深めることにより、これからの図書館活動の充実と

発展に寄与することを目的に京都図書館大会を開催します。 

  【 主 催 】 第 28 回京都図書館大会実行委員会 【共催】 福知山市立図書館中央館 

  【 後 援 】 京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都府市町村教育委員会連合会 

  【 協 力 】 公益社団法人日本図書館協会、京都府図書館等連絡協議会、京都府学校図書館協議会、同志社大学図書館情報学研究室 

  【参加対象】 公共図書館、大学図書館、学校図書館及び専門図書館の職員、学校教職員、日本図書館協会会員、 

              利用者及び利用団体等 

   【 参 加 費 】 無 料 

   【申込・問合せ先】 第 27 回京都図書館大会実行委員会事務局 担当：山下 佐竹 野田 

   〒606-8343 京都市左京区岡崎成勝寺町 京都府立図書館内 

   電話：075-762-4655 / FAX：075-762-4653 / E-mail： tosyokan-serice@pef.kyoto.lg.jp 

〈京都図書館大会〉 

 第 28回京都図書館大会 

災害等の諸課題に立ち向かう図書館 
2019年 12月２日（月）12:30～16:40（受付 12:00～） 

会場：市民交流プラザふくちやま 市民交流スペース 
（福知山市駅前町 400 番地） 

今大会は、福知山市立図書館中央館が入る複合施設「市民交流プラザふくちやま」を会場に、豪雨や台風、
地震等、図書館ができる災害への対策等の他、関連する諸課題について考えます。 

 

       基調講演          講演 

       講師：井口 和起 氏        講師：関根 千佳 氏 

    

               

 

 

 

 

 

 

 

    

 開会行事  12：30～12：40 

 基調講演  12：40～13：40 
 「災害と図書館」  
         井口 和起 氏（福知山公立大学学長、京都府立京都学・歴彩館顧問） 
 講  演   14：00～15：10 
 「図書館とユニバーサルデザイン －多様化するニーズにどう向き合うか－」 
    関根 千佳 氏（同志社大学客員教授） 
 事例発表① 15：30～16：00 
 「災害を自分ごとにする 図書館でできる震災対策」 
         鈴木 光 氏（一般社団法人減災ラボ代表理事、総務省消防庁防災図上訓練指導員、工学院大学客員研究員） 

      事例発表② 16：00～16：30 
 「『やさしいまち明石』の図書館が目指すユニバーサルサービス ―そして災害の時に―」 
    松見 香織 氏（あかし市民図書館 読書バリアフリー担当マネージャー）   
 質疑応答  16：30～16：40  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            同志社大学 客員教授 
            株式会社ユーディット会長兼シニアフェロー 
 
九州大学法学部卒業後、日本 IBM に SE として入社。
1993 年に障害者の IT 利用を支援する SNS センターをトッ
プに直訴して設立。1998 年(株)ユーディット(情報のユニバー
サルデザイン研究所)を設立、代表取締役に就任。内閣府・
総務省・経産省・国土交通省など多くの省庁・企業・学会で
審議会委員や理事を歴任。2012 年同志社大学政策学部
/大学院総合政策科学研究科ソーシャルイノベーションコース
教授。現在、同志社大・放送大・美作大客員教授の他、３
つの大学で非常勤講師等を務める。「『誰でも社会』へ」（岩
波書店）、「ユニバーサルデザインのちから」（生産性出版）
の単著を始め、「情報社会のユニバーサルデザイン」（放送大
学教育振興会）など共著多数。 

              福知山公立大学学長                        
              京都府立京都学・歴彩館顧問 
 
1940 年京都府福知山市生まれ。1963 年京都大学文学
部卒業、1966 年京都大学大学院文学研究科博士課程
中途退学。京都大学助手、大阪外国語大学（現大阪大
学）助教授、京都府立大学教授を経て京都府立大学学
長に就任。京都府立総合資料館館長、全国歴史資料保存
利用機関連絡協議会（全史料協）会長、京都府特別参
与なども歴任。専門分野は歴史学。主な著書に『日露戦争
の時代』、『日本帝国主義の形成と東アジア』、『京都観光学
のススメ』（共著）などがある。2016 年 4 月から現職。 
 
 

令和元年 10月 25日 

京都図書館大会実行委員会 
広報資料 



第 28回京都図書館大会開催要項 
「災害等の諸課題に立ち向かう図書館」 

１ 趣 旨 

館種を越えた図書館関係者の連携を図り、研鑽を積むことを目的とし、京都図書館大会を開催します。 

今大会は、福知山市立図書館中央館が入る複合施設「市民交流プラザふくちやま」を会場に、たびたび豪雨や台風、

地震などの災害が起こる中で、図書館ができる災害への対応・対策の他、それに関連する諸課題について考えます。 

 

２ 日 時 

令和元年 12月２日（月）午後０時 30分から４時 40分まで（受付 正午から） 

 

３ 会 場 

  市民交流プラザふくちやま（福知山市駅前町 400番地） 

 

４ 参加対象者 

 公共図書館・大学図書館・学校図書館及び専門図書館の関係職員、日本図書館協会会員、図書館利用者等 

 

５ 主 催 

第 28回京都図書館大会実行委員会 

 

６ 共 催 

福知山市立図書館中央館 

 

７ 後 援 

  京都府教育委員会、京都市教育委員会、京都府市町村教育委員会連合会 

 

８ 協 力 

  京都府図書館等連絡協議会、京都府学校図書館協議会、公益社団法人日本図書館協会、 

  同志社大学図書館情報学研究室 

 

９ 内 容 

  開会行事  12：30～12：40 

    大会実行委員長あいさつ 諸事連絡 

  基調講演  12：40～13：40 

    井口 和起 氏（福知山公立大学学長、京都府立京都学・歴彩館顧問） 

    「災害と図書館」  

  講 演   14：00～15：10 

    関根 千佳 氏（同志社大学客員教授） 

    「図書館とユニバーサルデザイン －多様化するニーズにどう向き合うか－」 

  事例発表① 15：30～16：00 

    鈴木 光 氏（一般社団法人減災ラボ代表理事、総務省消防庁防災図上訓練指導員、工学院大学客員研究員） 

    「災害を自分ごとにする 図書館でできる震災対策」 

  事例発表② 16：00～16：30 

    松見 香織 氏（あかし市民図書館 読書バリアフリー担当マネージャー） 

    「『やさしいまち明石』の図書館が目指すユニバーサルサービス ―そして災害の時に―」 

  質疑応答  16：30～16：40 

 

10 参加費 

  無料 

 

11 申込み方法 

  令和元年 11月８日（金）までに、大会申込フォーム・メール・電話・郵送・FAXでお申し込みください。 

申込み先 〒606-8343 京都市左京区岡崎成勝寺町 京都府立図書館内 

第 28回京都図書館大会実行委員会事務局あて 

 電話: 075-762-4655   FAX: 075-762-4653   Mail: tosyokan-service@pref.kyoto.lg.jp 


